
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 2004 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅲ 単位数 5単位 年次 3年次 

使用教科書 数学Ⅲ（数研出版） 

副教材等 改訂版 サクシード数学Ⅲ（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ⅲは 1年、2年で学習した内容を総合的に盛り込みながら、さらに難しくなっていく。今まで

学習したことが定着していなければ理解するのが難しい内容になっているので、復習を繰り返しな

がら数学Ⅲに取り組んでほしい。数学に限らずすべての学習は、「理解」と「実践」のサイクルで

進んでいく。授業で学習内容を理解し、サクシードなどの問題集で問題を解く。問題を解くことで

より理解が深まる。このサイクルを繰り返して、より数学の世界の理解を深めてほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

極限の概念、微分法、積分法とその応用、及び数学Ⅲの全範囲について理解させ、基礎的な知

識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し表現する能力を養うとともに、それらを

活用する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

極限、微分法および積分

法に関心をもつととも

に、それらを事象の考察

に積極的に活用して数学

的論拠に基づいて判断し

ようとする。 

事象を数学的に考察し表

現したり、思考の過程を

振り返り多面的・発展的

に考えたりすることなど

を通して、極限、微分法

および積分法における数

学的な見方や考え方を身

に付けている。 

極限、微分法および積分

法において、事象を数学

的に表現・処理する仕方

や推論の方法などの技能

を身に付けている。 

極限、微分法および積分

法における基本的な概

念、原理・法則などを体

系的に理解し、知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・発問に対する反応 

・課題提出率 

・授業態度 

・ノート確認 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

一
学
期 

第
四
章 

極
限 

第一節 数列の極限 

1.数列の極限 

2.無限等比級数 

3.無限級数 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a: 数列の極限について関

心をもち、数列の極限を求

めようとする。 

b: それぞれの数列が収束、

発散する条件について考

察することができる。 

c: 数列の収束・発散を調べ 

ることができる。 

d: 数列の収束・発散につい 

て理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

第二節 関数の極限 

4.関数の極限 

5.三角関数と極限 

6.関数の連続性 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: 関数の極限や連続性に

関心をもち、調べようとす

る。 

b: 右側極限、左側極限と関 

数の連続性との関連性に

ついて考察することがで

きる。 

C: 関数の極限を求めるこ

とができる。 

関数の連続性について調

べる。 

d: 関数の連続性や，中間値

の定理について理解して

いる。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 
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第
五
章 

微
分
法 

1.微分係数と導関数 

2.導関数の計算 

3.いろいろな関数の導関

数 

4.第 n 次導関数 

5.関数のいろいろな表し方

と導関数 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a: 関数が微分可能である

ことと、連続であることと

の間の関係について調べ

ようとする。 

b: 関数が微分可能である

ことと連続であることと

の関係を考察することが

できる。また、導関数の公

式を導く過程について考

察することができる。 

c: 関数の和、積及び商の導

関数を求めることができ

る。また、いろいろな関数

の導関数を求めることが

できる。 

d: 関数の積及び商の導関

数について理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

第
六
章 

微
分
法
の
応
用 

第一節 導関数の応用 

1.接線と法線 

2.平均値の定理 

3.関数の値の変化 

4.関数の最大と最小 

5.関数のグラフ 

6.方程式、不等式への応

用 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

a: 導関数から考察できる

ものに関心をもち、調べよ

うとする。 

b: いろいろな関数のグラ

フをかく過程を考察する

ことができる。 

c: 関数の増減を調べるこ 

とができる。 

d: 導関数から求められる

ものについて理解してい

る。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

第二節 速度と近似式 

7.速度と加速度 

8.近似式 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

a: 他分野とのかかわりに

ついて関心を持ち、調べ

ようとする。 

b: 速度や加速度、近似式を

求める過程を考察するこ

とができる。 

c: 近似式を作ったり、近似

値を求めたりすることが

できる。 

d: 速度・加速度、近似式に

ついて理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 
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二
学
期 

第
七
章 

積
分
法 

第一節 不定積分 

1.不定積分とその基本性

質 

2.置換積分法 

3.部分積分法 

4.いろいろな関数の不定

積分 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

a: 関数の不定積分に関心

を持ち、調べようとする。 

b: 置換積分法や部分積分

法の公式を導く過程を考

察することができる。 

c: 置換積分法や部分積分

法を用いて不定積分を正

しく求めることができる。 

d: 不定積分の基本的な性

質を理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

第二節 定積分 

5.定積分とその基本性質 

6.定積分の置換積分法 

7.定積分の部分積分法 

8.定積分の種々の問題 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

a: 関数の定積分に関心を

持ち，調べようとする。 

b: 置換積分法や部分積分

法の公式を導く過程を考

察することができる。 

c: 置換積分法や部分積分

法を用いて定積分を正し

く求めることができる。 

d: 定積分の基本的な性質

を理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

 
第
八
章 

積
分
法
の
応
用 

1.面積 

2.体積 

3.曲線の長さ 

4.速度と道のり 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a: 平面図形の面積や立体

の体積、曲線の長さを、定

積分を用いて求めること

に関心をもち、調べようと

する。 

球の表面積や体積、錐体

の体積など、既習の分野の

公式について積分を用い

て考察しようとする。 

b: 定積分の意味を理解し、

それによって面積や体積

を求められることについ

て考察することができる。 

c: 平面図形の面積や立体

の体積や曲線の長さを、定

積分を用いて正しく求め

ることができる。 

d: 平面図形の面積や立体

の体積や曲線の長さを、定

積分を用いて求める方法

について理解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 
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二
学
期
・三
学
期 

数Ⅲ

全
範
囲
の
応
用 

数学Ⅱ発展で履修した 

第３章まで加えた項目を 

全範囲の応用問題を演習 

○ ○ ○ ○ a: 既習の分野に再度取り

組み、より理解を深めよう

とする。 

他分野どうしの結びつき

について関心を持ち、調べ

ようとする。 

b: 一つの問について、複数

の見方の解法を見つける。 

c: 様々な公式を用いて問

題を解くことができる。 

d: 公式の意味と、その使い

方を理解している。また、

その公式の導出過程を理

解している。 

授業態度 

発問評価 

ノート確認 

課題プリント 

小テスト 

定期考査 

 

 


